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私 共 は1981年 よ り1984年 に各 極 臨 床 材 料 よ り分 離 したStaphylococcus属2菌 種,D群 レ ン

サ球 菌3菌 種,H.influenzae,Citrobacter属2菌 種,E.cloacae,S.marcescens,P.vulgaris,

M.merganii,Psexdomohas属5菌 種,A,putrefaciens,Acinetobacter2菌 種,A.xylosoxidans,

F.meningosepticumの 合 計1,490株 を用 い てHBKの 抗菌 力 を測 定 し,各 種 の ア ミノ グ リコ シ ド剤

の それ と比 較 した 。成 績 を総 括 す る と以下 の とお りで あ る。

(1)S.aureus,S.eptidermidisで はHBKの 抗 菌 力 は 強 く,GM,AMK耐 性株 に も強 い 抗菌

活性 が 認 め られ た。

(2)D群 レ ンサ球 菌 ではE.faecalis.E.faeciumで はHBK,対 照 薬剤 と も 耐 性株 が多 か った

が,E.aviumで はHBKのMICは 比 較 的 小 さ く(3.13～6.25μg/ml),他 剤 に 比 べ優 れ た 抗 菌 活

性 が認 め られ た 。

(3)H.inflnenzaeで はHBKの 抗 菌 力 はAMKと 同 等 で あ り,GMに 比 べ る とや や 劣 っ てい

た。

(4)腸 内 細 菌 科,そ の他 の 〆 ラ ム 陰 性桿 菌 で はC.diversees,P.vulgaris,A.putrefacieits,

Acinetobacter,P.fluorescensで はHBK,対 照 薬 剤 と もに 耐性 株 は少 な く,優 れ た 抗菌 力 を示 した 。

C.freundii,M.morganii,E.cloacaeで はHBKの 抗 菌 力 は 強 く,GM耐 性 株 に も強 い抗 菌 活 性 を

示 し,そ の 作 用 はAMKよ りも優 れ てい た 。

(5)S.marcescens,P.aeruginosaで はHBKの 抗 菌 力 は ほぼAMKと 同 等 で あ った 。P.

patida,P.cepaciaで はHBK,対 照 薬 剤 と も抗菌 力 に著 明 な 差 は認 め られ な か った。

(6) .P.maltephilia,A.xylosoxidans,F.meningosepticumで はHBK,対 照 薬 と も 抗 菌 活 性

は弱 か った 。

HBKは 梅沢浜夫博士らによって新たに合成されたア

ミノグリコシド系抗生物質であ り,そ の抗菌スベクトル

はグラム陽性菌,陰 性菌と広く,既 存のGM,AMK耐

性菌にも有効であるとされている。本剤の抗菌作用は殺

菌的であり,AMKよ りも強力であるとい われている。

また,ア ミノグリコン ド剤に広く認められる聴覚毒性も

AMKよ り弱いとされている。

最近,P.aeruginosa,S.marcescens,S.aurescsな ど

においてGM,AMK耐 性株が増加 しており,こ のよう

な観点からもHBKの 臨床面での応用が期待 され る。

そこで私共は臨床材料由来株 を用 いてHBKの 抗菌力

を測定 し,同 時に測定した既存のアミノグリコシド剤の

抗菌力と比較検討した。

I.実 験材料および方法

1.供 試菌株

1981年 ～1984年 に当院中央臨床検査室にて各種臨床

材 料 よ り分 離 さ れ た 下 記 の 菌 株 を 用 い た 。

Staphylocoecus aecreus 180株

Staphylococcus epidermidis 22株

Enterococcus faeqalis 63株

Enterococcus faecium 83株

Enterococcus avium 35株

Haemophilus influenzae 181株

Citrobacter diversus 9株

Citrobacter freundii 121株

Enterobacter cloacae 31株

Serratia marcescens 20株

Proteus veclgaris 18株

Morganella morganii 161株

Pmdomonas aeruginosa(Mucoid株) 44株

Pseudomonas aeruginosa(非Mucoid株) 169株

Pseudomonas mattophilia 118株
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Pseudomonas fluorescens  27株

Pseudomonas putida  26株

Pseudomonas cepacia  27株

Alteromonas putrefaciens  27株

Acinetobacter anitratus  47株

Acinetobacter low ffi  27株

Achromobacter xylosoxidans  27株

Flavobacterium meningosepticum  27株

合 計1,490株 で あ る。

2.抗 菌 力測 定 法

MIC測 定 に はH.in fluenzae以 外 の菌 種 につ い て は 日

本 化 学 療 法 学 会標 準 法 を用 い た。 こ の際 の使 用培 地 は接

種 菌 の増 菌 に はMueller Hinton broth (Difco)を,薬

剤 含有 培 地 はMueller Hinton agar(Difco)を 使 用 し

た。 接 種 菌 量 はS.aureus,C.fueundii,M.morganii,

P.maltophiliaに つ い て は108/mlの 菌 液 を,そ の他 の菌

種 で は106/mlの 菌 液 を 用 い,ミ ク ロプ ラ ンタ ー にて接

種 した 。H.influenzaeは 菌 の増 菌,薬 剤 含有 培 地 ど も

5%Fildes消 化 血 液 加Trypticase soy brothを 用 い,

MIC 2000シ ス テ ム に よ り測 定 毒 編 この 際 の接 種 菌 量

は106/mlの 菌 液 を用 い た。

供 試 した 薬剤 はHBKの ほかAmikacin(AMK),

Dibekacin (DKB), Gentamicin (GM), Tobramycin

(TOB), Sisomicin (SISO), Micronomycin (MCR) を

使用 した。これらの薬剤はいずれも力価の明らか准原木

を用いた。

対照菌株としてはS.aureus 209P株 を用いたが,そ

のMIC値 は下記のとおりである。

II.成 績

1.グ ラム陽性球菌

(1) S.aureus

任意 に選んだ160株 お よびこれとは別にGM耐 性株

(MICは12.5μg/ml以 上)20株 について測定 した。前

記の160株 の成績はTable 1,Fig.1に 示 した。HBK

Table 1 MIC distribution of clinically isolated Staphylococcus aureus 160 strains

Fig. 1 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK
Habekacin and Dibekacin MIC values against Staphylococcus aureus 160 strains
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Table 2 MIC distribution of clinically isolated gentamicin-resistant Staphylococcus aureus 20
strains

Fig. 2 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK

and Dibekacin MIC values against strains of gentamicin-resistant S. aureus

のMICは6.25μg/ml以 下 に分布 し,中 等度以上の耐

性株はまったく認められなかった。感性株のMIC分 布

のピークはTOBが 最 も低濃度にあり,HBK,DKB,GM

の3剤 がこれに次ぎ,AMKは これよりも更に4倍 大き

い部分に認められた。Fig.1にHBKとAMK,HBK

とDKBと の相関を示 したが,AMK,DKBに 大 きい

MICを 示 した株もHBKで は殆どが1.5μg/ml以 下 で

発育を阻止された。 塾

GM耐 性S.aureus 20株 の成績をTable 2,Fig.2に

示 した。HBKのMIC分 布は0.39～6.25μg/mlに 認 め

られそのピーク値は1.56μg/mlで あった。 これは先の

感性株のピーク値と比べると約8倍 高い値である。 しか

し,DKB,GM,TOBで はMIC分 布のピークは50

μg/mlに,AMKで は6.25μg/mlに 認 められ,こ れら

に比べるとHBKは かな り小さい値であり抗菌力は優れ

ていた。Fig.2にHBKとAMK,HBKとDKBと

の相関を示 したが,HBKで は 即 株中19株 が3.13μg/

ml以 下 のMIC値 であり,AMK,DKBと ま った く交差

Table 3 MIC distribution of clinically isolated Staphylococcus epidermidis 22 strains
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Fig. 3 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK

and Dibekacin MIC values against 22 strains of S. epidermidis

Table 4 NEC distribution of clinically isolated Enterococcus faecalis 63 strains

Table 5 MIC distribution of clinically isolated Enterococcus faecium 83 strains

* 25 strains ** 58 strains

Table 6 MIC distribution of clinically isolated Enterococcus avium 35 strains
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耐性を示さなかった。 なお,図 は省略したがHBKは

GM耐 性株にも交差耐性を示さなかった。

(2) S.epidermidis

22株 の成績をTable 3,Fig.3に 示 した。HBKの

MIC分 布は0.10～1.56μg/m1に 認められ,そ のピーク

値は0.20μg/m1で あった。 これに対 しDKB,GM,

TOBで は6.25μg/ml以 上,AMKで は1.56μg/ml以

上のMIC値 の株が多 く認められた。Fig.3の 相関図よ

り明らかなとおりHBKはAMK,DKB,GMお よび

TOBの 耐性株に有効で,こ れらの薬剤と交差耐性を示

さないことが認められた。 け

(4)D群 レンサ球菌

E.faecalasの 成績をTable 4に,E.faeciumの 成績を

Table 5に,E.aviumの 成績をTable 6に 示 した。

E.faecalisで はHBKのMICは6.25～>100μg/

mlに 分布 し,大 部分が25μg/mlの 耐性株であった。

比較薬剤のうちSISOで はMIC分 布の ピー ク付近に

MICを 示す感受性株と,>100μglml以 上の耐性株が

存在した。同様の傾向はGMとTOBに も認められ,

HBKよ り優れた抗菌力であった。またAMKのMIC

分 布は25～>100μg/m41に 認められ,こ の菌種には有

効ではなかった。

E.faeciumで はHBKお よび対照薬剤ともMIC分 布

は2峰 性または広い濃度範囲に分布した。いずれの薬剤

についても半数以上の株が>100μg/m1のMICを 示

した。しかしGMお よびHBKで は6.25μg/m1以 下

のMICを 示す感受性株が最も多かった。

E.aviumで はHBKのMIC分 布域はせまく,1株

(MIC;0.78μg/m1)を の ぞ き3.13～6,25μg/m1に 分 布

した。 対 照 に用 い た4薬 剤 で はMIC分 布 は2峰 性 であ

っ た。MIC分 布 で 比較 す る とSISOが 最 も優 れ て お り,

35株 中6株 の 高度 耐 性 株 を除 き,大 部 分 は0.39～1.56

μg/mlのMICを 示 した 。比 較 薬 剤 の うちTOBが26

株 と高 度 耐性 株 が 最 も多か うた 。

2.グ ラム陰 性 杆 菌

(1)H.influenzae

181株 の成 績 をTable 7に 示 した 。3剤 中GMの 抗

菌 力 が 最 も優 れ,次 い でHBK,AMKの 順 であ った。

い ず れ の薬 剤 も一 峰 性 の分 布 で あ り,耐 性 株 は 少 な か っ

た 。

2. Citrobacter

C.diversus 9株 の成績 をTable 8に,C.freundii 121

株 の 成績 をFig.4に 示 した。

C.diversusに 対 しHBKはDKBと 同 様 優 れた 抗 菌

力を 示 し(MIC;0.39～0.78μg/m1),GM,TOBに 比

べ 約1管 程 度 劣 って い たが,AMKよ りは 約1管 優 れ て

い た。

C.freundiiで はHBKの 抗 菌 力 は他 剤 に比 べ 非 常 に

優 れ て お り,特 にDKB,GM,TOBの よ うに高 度 耐 性

株 は み られ な か った 。AMKで も 劃12.5μg/m1以 上 の株

はDKB,GM,TOBに 比 べ 少 なか った 。

3.E.cloacae

31株 の成 績 をTable 9,Fig.5に 示 した 。HBKの

MIC分 布 域(0.20～6.25μg/m1)は 他 の 対照 薬 剤 に比

べ 狭 く,AMK,DKBお よびTOBの よ うに 耐性 株 は

認 め られ なか った 。Fig.5よ りAMK,DKBと のMIC

Table 7 MIC distribution of clinically isolated Haemophilus influenzae 181 strains

Table 8 MIC distribution of clinically isolated  Citrobacter daersus 9 strains
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Fig. 4 Sensitibity distribution of clinically isolated 
Citrobacter freundii 121 strains

相関においても,こ れら2剤 とHBKの 間には交差耐性

は認められなかちた。

4.S,marcescens

20株 の成績をTable10,Fig.6に 示 した。5薬 剤の

MICはAMKを のぞき2峰 性であった。GMは50μg/

mlのMICを 示す1株 を除き最も感受性株が多かった。

HBKはAMKと 同様,α78～25μg/mlにMICが 分

布し,一 部の耐性株がみられた。DKBお よびTOBで

はかなりの耐性株が認められた。

5.P.vulgaris

18株 の成績をTable11,Fig.7に 示 した。本菌種で

は対照薬剤も含め殆どの株が3.13μg/ml以 下 で発青が

阻止された。HBKのMIC分 布 はほぼAMKと 近似で

あり,1株 のDKB,GM,TOB耐 性株にもHBKで

は かなり小さいMIC値 を示した。

6.M.monganii

161株 の成績をF1g.8に 示 した。HBKのMICは2

株を除き6.25μg/ml以 下 であり,6薬 剤中最も優れた

抗菌力を示 した。しかしながち感性株のMICの ピータ

Table 9 MIC distribution of clinically isolated Enterobacter cloacae 31 strains

Fig. 5 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK 

and Dibekacin MIC values against 31 strains of E. cloacae
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Table 10 MIC distribution of clinically isolated Serratia mareeseeno 20 strains

Fig. 6 Correlations between HBK and A mikacin MIC values, and between HBK
and Dibekacin MIC values against 20 strains of S. marcescens,

Table 11 MIC distribution of clinically isolated Proteus vulgaris 18 strains

値 を比 較 す る とHBKはMCR,SISO,GMよ りもや や

大 きい 値 を 示 し,TOBお よびAMKの ピー ク値 とは 同

等 で あ った 。

7.P.aeruginosa

ムマイ ド型44株 の成 績 をFig.9に,非 ムコイ ド型

169株 の成績をFig.10～12に 示 した。みコイド型P.

aeruginosaは 非 ムコイ ド型の株に比べ各薬剤ともMIC

が100μg/ml以 上の 高度耐性株の出現率は低かった。

P.aeruginosa の両 型に対する各薬剤のMICは 広い濃

度域に分布した。感性株側のMIC分 布のピークで比較

すると,HBKは ほぼAMK,GM,MCRに 近似してい

た。これに対 しDKB,TOB,SISO,で はやや小さい値

を示した。非ムコイド型のGM耐 性株(MICが ≧12.5

μg/ml)36株 についてHBKとDKお,GM,AMK,SISO

との相関をみるとAMKとHBKは 良い相関がみられた

が,他 の薬剤では相関は悪く,対 照薬剤に比べHBKの

MICが 小 さい株が多く認められた。

8.P.fluorescens

27株 の成績をTable 12,Fig.13に 示 した。6剤 中

HBKの 抗菌力が最も優れ て お り,す べての株が3.13
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Fig. 7 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK 

and Dibekacin MIC values against 18 strains of P.vulgaris

Fig. 8 Sensitivity distribution of clinically isolated 

Morganella morganii 161 strains

μg/ml以 下で発育が阻止された。HBKのMIC分 布は

AMKに 近似していたが,両 者の相関でみるとHBKの

方がやや優れた抗菌力を示した株が多かった。

9.P.putida

Table13,Fig.14に 示 した26株 の成績であるが,

用いた6薬 剤とも極めて広いMIC分 布を示した。HBK

のMIc分 布はAMKに 近似 しており,25μg/ml以 上

の耐性株(5株)はDKB,GM,TOB,MCRに 比べる

とやや少なかった。HBKとAMKと のMIC相 関 では

Fig. 9 Sensitvoty distribution of clinically isolated 
Pseudomonas aeruginosa (Mucoid type) 44 
strains

ほぼ一致した。

10.P.maltophilia

118株 の成績をFig.15に 示 した。7剤 ともMICは

0.2μg/mlま たはそれ以下の濃度かち>400μg/mlと

広範囲に分布し,100μg/ml以 上の耐性株が多かった。

MIC分 布の累積曲線ではMICが6.25μg/ml以 下では

各薬剤のMIC分 布は近似しており,一 方,耐 性の菌株

中ではHBKに 高度耐性株が多かった。
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Fig. 10 Sensitibity distribution of clinically isola-
ted Pseud:mons: aeruginosa (Non-mucoid
type) 169 strains

HBKはMCR,GMに 地 らべやや劣るが,DKB,TOB

と同等であり,AMKよ りは優 れていた。

13.Acinetobacter

A.anitratus 47株 の成 績 をTable 16,Fig,18に ,A,

woffi 27株 の成 績 をTable 17. Fig. 19に 示 した。各 薬

剤 と もA.anitratusはA.lwoffiに 比 べ 大 き いMIC

を 示 した株 が 多 か った が.各 薬剤 の 感受 性 の傾 向 は2菌

種 と も同様 であ った。 す なわ ち,HBKのMIC分 布 は.

ほぼAMKと 近似しており,A.anitratusの 場合これ

ら2剤 は50μg/ml以 上 のMIC値 め株は他の4剤 に比

ぺると少なかった。また,HBKとAMKのMICは 比

較的よく相関 したが一部の菌株ではHBKの 方が 小さ

いMICを 示 した株がやや多 く認められた。

14.A.xylosoxidans

27株 の成績をTable 18,Fig.20に 示 した。本菌種で

は6剤 とも比較的耐性株が多かった。 各薬剤ともMIC

125μg/mlの 感受性株は3～4株 にすぎなかった。

15.F.meningosepticum

27株 の成績をTable 19,Fig.21に 示 した。本菌種に

Fig.11 Correlations between HBK and Amikacin MIC values , and between HBK and Sisomicin MIC
values against 36 strains of Genta-micin-resistant P . aeruginosa (Non-Mucoid type)

11.P.cepacia

27株 の 成績 をTable 14 ,Fig.16に 示 した 。6剤 と も

MIC分 布 は2峰 性 で あ り,HBKの 場 合MIC1.56μg/l

m1の 菌 株 が15株(約56%)み ら れ た 。7薬 剤 間 の

MIC分 布 はほ ぼ 近 似 し て い た が ,感 性 株 のMICが

AMKで は他 の5剤 に 比 べ やや 高か った 。

12.A.putrefaciens

27株 の成 績 をTable 15,Fig.17に 示 した 。本菌 種 で

は 各 薬剤 ともMIC分 布 域 はせ ま く1.56～3-13μg/ml

以下 に分 布 した 。6剤 間 の抗 菌 力 に大 差 は なか った が,

おいても6剤 のMIC分 布は2峰 性であ り,殆 どの株

は耐性側に分布 していた。HBKのMIC分 布 は ほ ぼ

AMKに 近 似しており,GM,MCRに 比べると耐性株

のMIC値 は大きいがDKB,TOBよ りは小さかった。

III.考 察

近年,第3世 代セフェム剤などのように抗菌スベクト

ルが広く,し かも抗菌力の強い抗菌剤が広 く用いられる

ようになった。 これと相まって臨床材料からの分 離株

も,種 々の抗菌剤に耐性の多剤耐性菌の分離頻度が増加

しており,特 にグラム陽性菌ではStaphylococcusやD
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Fig. 12 Correlations between HBK and Dibekacirt MIC velum and between HBK and Gentamicin MIC
values against 36 atriins of Gentamicin-resistatiee P,aeruginosa (Non-Mucaid type)

Table 12 MIC distibution of clinically isolated Pseudomonas fluorescens 27 strains

Fig.13 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK
and Dibekacin MIC values against 27 strains of P. fluorescens
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Table IV MIC distribution of clinically isolated heudomonas putida 26 strains

Fig: 14 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK

and Dibekacin MIC values against 26 strains of P. putida

Fig. 15 Sensitivity distribution of clinically isolated Pseudomonas

maltophilia 118 strains
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Table 14 MIC distribution of clinically isolated Pseudamonas cepacia 27 strains

Fig.16 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK

and Dibekacin MIC values against 27 strains of P. cepacia

Table 15 MIC distribution of clinically isolated Alteromonas pulrefaciens 27 strains

群 レンサ球菌 にお いてその傾向が著 しい1)。Staphylo-

coccusで はGMが 臨床に使用され始めた頃は耐性株は

認められなかったが2,,以 後増加 し現在では約30%前

後 の株が本剤耐性であると考 え られ る3)。GM耐 性

5taphylococcusに は多剤耐性株が多いが,HBKで はこ

れらの耐性株 も625μg/ml以 下 のMIC値 であり,ど

の対照薬剤よりも優れた抗菌力を示した。一方,D群 レ

ンサ球菌は種々の薬剤に耐性であり,ア ミノグリコシド

剤もその例外ではない4)。 しか し,D群 レンサ球菌のう

ちE.aviumはHBKで はすべての株は6.25μg/ml以

下 のMIC値 を示し,ど の対照薬剤 よりも優れた抗菌力

を示した。

H.influenzaeで はHBKのMICは3.13～6.25μg/

mlの ものが殆どであり,こ の値はStaphylococcusや 腸
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Fig. 17 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK
and bibekecin MIC values against 27 strains of A. putrefaciens

Table 16 MIC distribution of clinically isolated Acinetobacter anitratus 47 strains

* 27 strains

Fig. 18 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK

and Dibekacin MIC values against 47 strains of A. anitratus
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Table 17 MIC distribution of clinically isolated Acinetobacter lowffi 27 strains

Fig. 19 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK
and Dibekacin MIC values against 27 strains of A. lowffi

Table 18 MIC distribution of clinically isolated Achromobaeter xylasosidens. 27 stains

内細菌科の菌種のMICの ピーク値に比べて大きい値で

あ り,HBKめ 抗菌力はやや弱いものと思われた。

腸内細菌科の菌種は今回6菌 種用いたがC.diversus

以外 はいずれも多剤耐性株の多い菌種である。これらの

うち,P.vulgarisはHBKは じめ今回検査したアミノグ

リコシド剤の耐性株は少なかった。一方,耐 性株が多く

認められたC.freundii,M.morganiiで はHBKの 抗菌

力は非常に強く,ど の対照薬剤よりも低いMIC値(25

～50μg/ml以 下)で すべての株の発育が阻止された
。ま

た,菌 株数は少なかったがE.cloacaeに おいてもHBK

の抗菌力は他剤に比べ最も強 く,6.25μg/ml以 下 ですべ

ての株の発育が阻止された。S.marcescensで はHBKの
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Fig. 20 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK
and Dibeliacin MIC values against 27 strains of A. xylosoxidans

Table 19 MIC distribution of clinically isolated Flavobacterium meningosepticum 27 strains

Fig. 21 Correlations between HBK and Amikacin MIC values, and between HBK

and Dibekacin MIC values against 27 strains of F. meningosepticum
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抗菌力はAMKと 同等であると思われた。

ブドウ糖非発酵 グラム陰性桿菌ではA.putrefaciens

ではHBK,対 照薬剤とも耐性株は認められず,Acine-

tobacter,P.fluorescensに おいても耐性株は少なかった。

これらの菌種ではHBKの 抗菌力は対照薬剤との比較に

おいて優劣の差は著明ではなかった。

P.aeruginosaで は約21%がGM耐 性株であったが,

これらの多 くはHBKに は12,5μg/ml以 上 のMICを 示

した。また これらの耐性株のHBKのMICはAMK

のそれとよく相関していたことから,両 者の抗菌力は近

似であると思われた。

P.putida,P.cepaciaで はHBK,対 照薬剤ともMIC

分布域は広 く,比 較的小さいMIC値 の株がかなり認め

られた。これら2菌 種では使用薬剤間の抗菌力の優劣の

差は著明ではなかった。

P. maltophilia, A. xylosoxidans, F. meningosepticum

ではHBK,対 照薬剤とも大きいMIC値 の株が多 く認

められ,HBKの 抗菌力はAMKと ほぼ同等であると考

えられた。
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Antibacterial activity of HBK was examined and compared with that of Amikacin(AMK), Dibekacin

(DKB), Gentamicin (GM), Tobramycin (TOB), Sisomicin (SISO) and Micronomycin (MCR) as the
control drugs against the 1490 strains of bacteria, including 2 species of Staphylococcus, 3 species of

group D Streptococcus, H. influenzae, 2 species of Citrobacaer, E. cloacae, S. marcescens, P.vulgaris,
M. morganii, 5 species of Pseudomonas, A. putrefaciens, 2 species of Acinetobacter, A. xylosoxidans
and F. nseningosepticum. Those strains were isolated from clinical specimens from 1981 to 1984.

The results were as follows.
1. HBK showed potent antibacterial activity against S. aureus and S. epidermidis, including strains

highly resistant to GM and AMK.
2. In group D Streptococcus, HBK and control drugs were less active against E. faecalis and E.

faecium. But HBK was more active against E. avium than those of control drugs tested.
3. HBK was potently active against to H. influenzae, and the activity of HBK was equivalent to

that of AMK and inferior to that of GM.
4. In Enterobacteriaceae and other Gram-negative bacilli, HBK like control drugs showed strongly

active against C. diversus, P. vulgaris, A. putrefaciens, Acinetobacter and P. fluorescens. In these
bacterial species, HBK and other aminoglycoside-resistant strains were few.

5. HBK had similar activity to AMK but was more effective than other control drugs against
S. marcescens, and P. aeruginosa. The antibacterial activity of HBK against the strains of
P. putida and P. cepacia was almost equivalent to that of control drugs.

6. HBK and control drugs showed poor antibacterial activities against P. maltophilia, A. xylosoxidans
and F. meningoseptieum. In these bacterial species, almost all strains were resistant to HBK and
other Aminoglycosides.


